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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端に開口を有する器具本体と、
　器具本体内に取り付けられる弁にして、一端に開口を有すると共に該弁と一体成形され
る蓋を有し、該蓋が開口付近でヒンジにより移動可能である該弁と、
　器具本体内に配置されるスナップリングにし、前記弁とは別個の該スナップリングと、
　前記蓋及びスナップリングの一方に対して成形される少なくとも二つの動作アームにし
て、該少なくとも二つの動作アーム各々は、前記蓋及びスナップリングの他方に対して該
少なくとも二つの動作アームを固定する第１止め部及び第２止め部を含み、該少なくとも
二つの動作アームは、蓋を器具動作機構に連動的に接続し、該器具動作機構が該動作アー
ムに力を与えることにより、前記弁開口を通じてペン先を突き出すと共に引っ込める力を
供給する該動作アームと、
　突き出し時において、前記動作アームは、圧縮下で前記器具動作機構から前記蓋へと力
を伝達し、該蓋は実質的に動作アームのみによって作動される器具。
【請求項２】
　前記弁は、少なくとも二つの安定化機能を含み、動作アームは、安定化機能内に少なく
とも部分的に配置され、安定化機能は、該安定化機能に配置された動作アームの前記部分
に対し横方向支持を与える請求項１の器具。
【請求項３】
　前記安定化機能は凹状のガイドである請求項２の器具。
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【請求項４】
　前記動作アームの少なくとも一つは、該動作アームを局所的に弱くする第１幾何学的特
性を含み、これにより、動作アームが圧縮下にありかつ該第１幾何学的特性が凹状ガイド
上方にある際の第１変形位置を規定する請求項３の器具。
【請求項５】
　前記第１幾何学的特性は、動作アームの一部にして、動作アームの該一部以外の部分よ
りも細く、また、前記第１幾何学的特性は動作アームにおけるノッチである請求項４の器
具。
【請求項６】
　前記動作アームは、動作アームを局所的に弱くする第２幾何学的特性を含み、かつ、動
作アームが圧縮下にある際の第２変形位置を規定する請求項５の器具。
【請求項７】
　前記蓋に配置される力誘導部材を更に含む請求項１の器具。
【請求項８】
　前記力誘導部材は、蓋に配置された塔及び蓋に配置されたリブの一方である請求項７の
器具。
【請求項９】
　前記器具は筆記用具である請求項１の器具。
【請求項１０】
　前記筆記用具は引込み式マーカーである請求項９の器具。
【請求項１１】
　前記器具は、温度計、ｐＨ検出器、格納式の刃を有するナイフ、懐中電灯、レーザーポ
インター、及び流体サンプリング装置のうちの一つである請求項１の器具。
【請求項１２】
　前記蓋は、該蓋を通って蓋上面から蓋底面へと延びる少なくとも二つの開口を含み、動
作アームは弁を通って延び、かつ該開口を通って蓋に取り付けられ、これにより、器具動
作機構とのもつれから動作アームを保護し、動作アームを蓋に固定する請求項１の器具。
【請求項１３】
　前記スナップリングはスロットを含み、前記スロットは、動作アームがスナップリング
に固定される際、第１止め部と第２止め部間に配置される請求項１の器具。
【請求項１４】
　前記第２止め部は、第１止め部とスナップリングとの間に配置され、前記第１止め部は
蓋の一方側に位置付けられ、前記第２止め部は蓋の他方側に位置付けられる請求項１の器
具。
【請求項１５】
　各動作アームは蓋及びスナップリングの両方に対して成形される請求項１の器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に引込み式（格納式）器具に関し、より詳しくは、ワンピース型（一体
型）弁扉動作組立体を有するキャップレス引込み式筆記用具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　キャップレス引込み式筆記用具は米国特許第５，０４８，９９０号に示されており、該
文献は参照によりここに組み込まれる。キャップレス筆記用具は、ペン先を含む筆記部材
を含む。該筆記部材は、筆記用具本体（器具本体）の内部に配置される弁に収容される。
弁の端部開口を閉じるための蓋は、弁のフロント端（前端）付近に配置される。筆記部材
移動機構は、筆記部材を前方に移動させて筆記位置で筆記部材をロックし、この時点でペ
ン先は筆記用具本体のフロントを通って突出する。上記筆記部材移動機構は、別個のフレ
キシブルな糸のような部材を含み、該糸状部材は該移動機構を上記蓋に接続し、これによ
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り、筆記部材が引っ込められた後に蓋が弁と接触状態となるように蓋が後方に引かれ、こ
れにより、弁内の筆記部材を実質的にシールし、またペン先の乾燥を防ぐ。先行技術のキ
ャップレス筆記用具がフレキシブルな接続部材を使用するため、先行技術のキャップレス
筆記用具は、上記糸部材が後方に向けられる力を蓋に作用させることができるように蓋が
少なくとも位置付けられるまで筆記用具の拡張時に蓋を開位置へと押すためにペン先をあ
る程度当てにする。ペン先と蓋間のこの繰り返し接触の結果、インクが蓋の内側面上に蓄
積する。平坦でない蓋内側面は、弁との不完全な接触をもたらす。この不完全接触は、蓋
と弁間のシールに一つ又は複数の欠陥として現れ、これにより、ペン先からの早すぎるイ
ンクすなわち溶剤の蒸発を許容し、また、組立体全の性能が低下しやすい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第５，０４８，９９０号明細書
【特許文献２】米国特許出願番号第１２／０５７，４７７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　いくつかのキャップレス筆記用具は、より頑強な接続部材を組み込んでいる。そのよう
な筆記用具の一つは接続部材を含み、該接続部材はスナップリング又はシールシートへと
成形され、そのためスナップリングを蓋に接続する。先行のキャップレス筆記用具の一例
はPentel NX５０であり、これは日本で現在市販れている。しかしながら、そのような筆
記用具において、蓋は弁体と別個の構成要素である。蓋が別個の構成であるため、そのよ
うな先行キャップレス筆記用具は、筆記用具を突き出す（引き延ばす）際に蓋を偏らせて
開放するため、接続部材及び／又は弁体において複雑なチャネル及びタブのセットを使用
する。閉鎖中、蓋と弁間の位置合わせがずれ易く、また、別個の構成要素のために蓋が弁
と異なる向きで接触し易い（すなわち、蓋と弁間の位置合わせ機構がまったくない）。そ
の結果、経時的に蓋は摩損及び変形し得、最終的に弁を確実にシールする能力を失い、そ
のため、インクの蒸発及びペン先の早すぎる乾燥をもたらす。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一実施形態において、器具は、一端に開口を有する器具本体を備える。器具本体内に弁
が取り付けられ、弁は一端に開口を有する。一体的弁扉が弁開口付近の弁にヒンジで取り
付けられる。動作アームが弁扉又はシートリングのいずれかに対して成形される。動作ア
ームは、緊張及び圧縮下において、力を器具動作機構から弁扉へと伝達する。従って、弁
扉は、実質的に動作アームのみによって開放及び閉鎖の両方がなされる。
【０００６】
　別の実施形態において、引込み式（格納式）筆記用具は、ペン先を有する筆記部材を備
え、ペン先は、リザーバホルダにおける開口を通じて延びる（突き出る）。弁が該開口を
実質的に囲み、該弁は開放端を有する。運動機構が、筆記部材を、ペン先が実質的に弁内
に配置される引っ込み位置から、ペン先が上記開放端を通って弁外部へと突出する拡張（
突き出し）位置へと移動させる。蓋は、弁の開放端に一体的に取り付けられる。蓋は、蓋
が開放端を露出させる開放位置から、蓋が弁の開放端を覆う閉鎖位置へと移動することが
できる。動作アームは、上記運動機構及び蓋に取り付けられ、該運動（伝達）機構は、緊
張又は圧縮下において、力を動作アームを通じて蓋へと伝達する。従って、蓋は、実質的
に動作アームのみにより開放及び閉鎖され、ペン先は、突き出し及び引っ込み中に蓋に接
触しない。
【０００７】
　本開示に従って構成された器具の模範的な側面及び特徴が、図面を用いて以下により詳
しく記述及び説明される。
【図面の簡単な説明】
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【０００８】
【図１】図１は、本開示の教示に従って構成されたキャップレスマーカーの分解斜視図で
ある。
【図２Ａ】図２Ａは、図１のキャップレスマーカーの断面図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａの断面図からほぼ９０度回転した図１のキャップレスマーカ
ーの別の断面図である。
【図３Ａ】図３Ａは、図１のキャップレスマーカーのシートリングの上方斜視図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、図１のキャップレスマーカーの弁及び蓋の上方斜視図である。
【図４】図４は、蓋が開位置にある図１のキャップレスマーカーの弁及び蓋の拡大断面図
である。
【図５】図５は、本開示の教示に従って構成されたキャップレスマーカーの別の実施形態
の分解斜視図である。
【図６Ａ】図６Ａは、図５のキャップレスマーカーの断面図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、図６Ａの断面図からほぼ９０度回転した図５のキャップレスマーカ
ーの別の断面図である。
【図７Ａ】図７Ａは、図５のキャップレスマーカーの弁及び蓋の上方斜視図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、図５のキャップレスマーカーのシートリングの上方斜視図である。
【図８】図８は、弁及び蓋の第１代替実施形態の拡大斜視図である。
【図９】図９は、弁及び蓋の第２代替実施形態の斜視図である。
【図１０】図１０は、弁及び蓋の第３代替実施形態の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　全体的に本開示の教示に従って構成したキャップレス筆記用具１０が図１に示される。
図示の筆記用具は、リザーバホルダ１４を収容するバレル１２を含む。リザーバホルダ１
４は、インクを持ち運ぶためにリザーバ１６を保持する。スナップリング（又はスプリン
グシート）１８が、リザーバホルダ１４の一端に取り付けられる。ペン先２０が、スナッ
プリング１８及びリザーバホルダ１４の開口２２を通って延び、リザーバ１６に接触する
。筆記中、ペン先２０は、毛管作用によりリザーバ１６からインクを吸引する。弁２４が
ペン先２０及びリザーバホルダ１４の一部に対して配置される。弁蓋２６が一体成形され
、弁２４にヒンジで取り付けられる。該ヒンジは、一般に一体ヒンジであり、弁２４及び
蓋２６と一体的に成形される。弁２４及び弁蓋２６は、ペン先２０が引っ込み位置にある
際にペン先２０周りにシールを与え、そのため、インク（又はインクに含まれる溶剤）の
蒸発及びペン先２０の早すぎる乾燥を防ぐ。一組の動作アーム２８が蓋２６に対して成形
される。動作アーム２８は、スプリング又は他の力発生機構（図示せず）から蓋２６に対
して開放力及び閉鎖力を与える。開示したキャップレス筆記用具は、先行技術のキャップ
レス筆記用具の場合のような蓋開放力のためにペン先２０を当てにしていない。その理由
は、弁蓋２６は、実質的に動作アーム２８のみにより開放されかつ閉鎖されるためである
。ノーズ（前端）３０はバレル１２に連結され、弁２４及び蓋２６に対する保護を与える
と共に、ユーザに握り面を提供する。
【００１０】
　次に図２Ａ及び２Ｂを参照して、弁２４は、リザーバホルダ１４の開口２２を囲む。開
口２２は、リザーバホルダ１４の（延長部３２以外の）残りの部分よりも外径が小さい延
長部３２におけるリザーバホルダ１４の一端に位置付けられる。延長部３２の一端はリザ
ーバホルダ１４の一部であり、そのため、肩部３４を形成する。延長部３２は、スナップ
リング１８の内径内に配置される。スナップリング１８及び肩部３４は、該筆記用具及び
シール蓋２６を突き出すと共に引っ込めるための開放力及び閉鎖力を発生させるスプリン
グ（図示せず）のためのシート（座部）を形成する。該スプリング（図示せず）は、スナ
ップリング１８と弁２４の間に取り込まれ、弁２４は開口２２付近に配置される。そのた
め、スプリング（図示せず）は力を動作アーム２８に伝達し、次いで、これらの力を蓋２
６に伝え、これにより蓋を選択的に開放及び閉鎖する。弁２４は、延長部３２とのシール
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を形成し、このシール箇所で延長部３２は弁２４に接触する。弁２４の他端において、弁
蓋２６は弁２４を選択的に閉じる。結果として、ペン先２０は周囲環境から保護され、ペ
ン先２０内のインク（より詳しくは、インクに含まれる溶剤）は蒸発が防止される。
【００１１】
　図３Ｂは、弁２４及び蓋２６の拡大図である。この実施形態において、動作アーム２８
は蓋２６へと成形される。しかしながら、動作アーム２８は、後述するようにスナップリ
ング１８に対して又は蓋２６及びスナップリング１８の両方に対して成形され得る。結果
として、弁動作組立体が形成され、該組立体は、先行技術のキャップレス筆記用具の弁に
比べて、部品が少なく、組立て時間も少ない。蓋２６とは反対側の端部において、動作ア
ーム２８は、一つ又は複数の止め部４０ａ、４０ｂを有し得る。例示の止め部４０ａ、４
０ｂは、図３Ａに示すスナップリング１８に動作アーム２８を接続することができる。ス
ナップリング１８は、一つ又は複数のスロット４２を含む。組立て中、止め部４０ａ、４
０ｂは、スロット４２の下方部分へと横方向に挿入され得る。その結果、スロット４２の
首部４４は、止め部４０ａ、４０ｂ間に取り込まれるようになり得、また、動作アーム２
８は、スナップリング１８から弁蓋２６へと力を伝達可能になり得る。このスロット及び
止め部の連結は、組立て時間を低減し、そのため、モノフィラメント糸等の可撓性動作部
材を使用する従来のキャップレス筆記用具に比べて製造効率を高める。
【００１２】
　弁２４は、凹状ガイド４６としてこの実施形態に明示される一つ又は複数の安定化機能
を含む。組み立てた状態において、動作アーム２８は、実質的にガイド４６内に配置され
得る。ガイド４６は、起こり得るスプリント（図示せず）とのもつれ（からみ）から動作
アーム２８を保護する。該もつれは先行技術の設計における共通の問題である。その上、
ガイド４６は、蓋２６の開放時に動作アームに対し横方向サポートを与える。例えば、ガ
イド４６内に残っている動作アーム２８のいかなる部分も圧縮荷重下の座屈（曲げ）又は
変形から有効に防止される。ガイド４６は、後述する蓋２６の順番に配列される開口に役
立つ。
【００１３】
　次に図４を参照して、蓋２６は開放状態で示される。動作アーム２８は、動作アーム２
８を細くすること（細化）又は動作アーム２８におけるノッチ等の幾何学的特性５０のた
めに予想通りに変形している。随意的に、蓋２６開放の複数の段階又はシーケンスを作り
出すために、二つ以上の幾何学的特性５０が動作アーム２８に含まれ得る。動作アーム２
８の選択的な細化は、モノフィラメント又は他の糸状部材等の先行技術の動作部材（アク
チュエータ）では可能ではない。幾何学的特性５０は、動作アーム２８を局所的に弱体化
し、これにより、該幾何学的特性５０付近で動作アーム２８が、動作アーム２８の他の部
分が変形し始める前に変形を被るようにする。従って、変形の量、位置及びタイミングは
、蓋２６が順次連続的に開放されるように制御され得る。この態様において、蓋２６は、
１）ペン先２０からの接触又は２）用具本体との接触を被らない。何故なら、動作アーム
２８の変形は、蓋２６が移動する総距離を、スナップリングが移送する距離に比べて有効
に減らすからである。その結果、動作アーム２８は、蓋２６を開放させることができ、ま
た、蓋２６が用具本体の内側に接触する前に該開放動作を止めることができる。そのため
、蓋２６及び動作アーム２８は、先行技術の設計よりも長い寿命を有し得る。
【００１４】
　ガイド４６は、幾何学的特性５０が実質的にガイド４６内に配置される限り、幾何学的
特性５０を支持する。その結果、動作アーム２８は、幾何学的特性５０がガイド４６上方
に突出するまで、図４に示すように変形又は曲がりをし始めない。一旦、幾何学的特性５
０がガイド４６上方に来ると、動作アーム２８の上向き運動のいくつかが横方向運動に変
換されるように動作アーム２８は変形し始める。従って、幾何学的特性５０がガイド４６
内に配置される際、蓋２６はより迅速に開放する（動作アーム２８の上向き運動のすべて
が蓋の上向き運動に向けられるため）。また、幾何学的特性５０がガイド４６の外に位置
する際、蓋はよりゆっくりと開放する（動作アーム２８の上向き運動のいくつかが横方向
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運動に転換されるため）。動作アーム２８の変形の別の効果は、格段に短いノーズ３０で
ある。蓋２６が開放される際、動作アーム２８は直線状ではない（すなわち、動作アーム
２８は幾何学的特性５０付近で曲がっている）ため、ノーズ３０は、先行技術のノーズよ
りも小さくなり得、これは、材料の節減をもたらし、用具全体をより短くする。当然のこ
とながら、幾何学的特性を含む動作アームが一般に好ましいが、この特性は随意的である
。
【００１５】
　キャップレス筆記用具１１０の別の実施形態が図５～７Ｂに示される。同様の部品に対
する参照番号は、図１～３Ｂに示す実施形態よりもちょうど１００大きく示される。キャ
ップレス筆記用具１１０は、一般に、リザーバホルダ１１４を収容するバレル１１２を含
む。リザーバホルダ１１４は、インクは持ち運ぶため、リザーバ１１６を保持する。スナ
ップリング（又はスプリングシート）１１８は、リザーバホルダ１１４の一端に取り付け
られる。ペン先１２０は、スナップリング１１８及びリザーバホルダ１１４の開口１２２
を通って延び、リザーバ１１６に接触する。弁１２４は、ペン先１２０及びリザーバホル
ダ１１４の一部に対して配置される。弁蓋１２６は一体成形されて弁１２４にヒンジによ
り取り付けられる。該ヒンジは、一般に一体ヒンジであり、弁１２４及び蓋１２６と一体
に成形される。動作アームが蓋２６に対して成形される図１～３Ｂの実施形態とは対照的
に、この実施形態では、一組の動作アーム１２８がスナップリング１１８に対して成形さ
れる。
【００１６】
　図７Ａは、弁１２４及び蓋１２６の拡大斜視図を示す。弁１２４は、開口１６２として
明示する一つ又は複数の安定化機能を含む。開口１６２は、この実施形態において蓋１２
６を蓋上面から蓋底面へと貫通する。開口１６２は形状が円形で示されるが、開口１６２
は、例えば、正方形、長方形、長円、三角形等、実質的にどのような形状であってもよい
。開口１６２は、動作アーム１２８の端部を受け入れる形状及び大きさとされる。該開口
は、動作アーム１２８を弁１２４の内側面から離隔させることにより、動作アーム１２８
を保護する。図７Ｂから分かるように、この実施形態の動作アーム１２８は、スナップリ
ング１１８に対して一体化される（例えば、スナップリング１１８に一体成形される）。
動作アーム１２８は、スナップリング１１８とは反対側にテーパー付きヘッド（第１止め
部）１６４を含む。動作アーム１２８はまた、ヘッド１６４とスナップリング１１８の間
に配置された止め部（第２止め部）１６６を含む。組立て中、ヘッド１６４は、開口１６
２に押し込まれ、動作アーム１２８を弁蓋１２６に対して固定する。動作アーム１２８が
弁１２４の内側に配置されるため、動作アーム１２８は、一般に延長部３２周りに配置さ
れる動作スプリング（図示せず）とのもつれから保護される。更に、開口１６２は、蓋１
２６の開放及び閉鎖中、動作アーム１２８を支持する。この実施形態の動作アーム１２８
は、図１～３Ｂの実施形態の幾何学的特性５０と同様の幾何学的特性１５０を随意的に含
み得る。動作アーム１２８は、そのような幾何学的特性が存在するか否かとは無関係に、
幾何学的特性１５０が弁１２４内にある間（図１～３Ｂの実施形態のガイド４６によって
与えられる支持と同様に）、変形が防止される。そのため、図５～７Ａの実施形態は、弁
蓋１２６の順番付けられた又は段階的な開放、及び、上述したそのような順番の又は段階
的な開放によって与えられ利益のすべてを作り出す。
【００１７】
　図８～１０は、蓋２２６及び動作アーム２２８の更に別の実施形態を例示する。これら
の実施形態において、動作アーム２２８は、蓋２２６に配置された力誘導部材２７０（米
国特許出願通し番号第１２／０５７，４７７号に記載される。該文献は参照によりここに
組み込まれる）に取り付けられるか、又は、蓋２２６の側縁に直接取り付けられる。力誘
導部材２７０は、塔２７０（図９）又は一つ又は複数のリブ２７０（図１０）であり得る
。力誘導部材２７０は、閉位置において蓋のそれ（かたより）を減らす。動作アーム２２
８は、スナップ、溶接、成形、ねじ等の既知の任意の手段によって力誘導部材２７０に取
り付けられ得る。
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【００１８】
　先の実施形態の動作アーム２８、１２８と同様に、図８～１０に示す実施形態の動作ア
ーム２２８は、蓋２６、１２６、２２６が実質的に動作アーム２８、１２８、２２８のみ
によって動作され、かつ筆記用具のペン先２０、１２０が蓋２６、１２６、２２６に接し
ないように、圧縮下で力を蓋２６、１２６、２２６に伝える能力を有する。
【００１９】
　閉鎖位置において、動作アーム２８、１２８、２２８は、用具移動機構からの緊張（張
力）下にある。これらの張力は、蓋２６、１２６、２２６上で「引き下げられる」動作ア
ーム２８、１２８、２２８を通じて伝達され、これが、蓋２６、１２６、２２６と弁２４
、１２４、２２４との間に正のシール力を与える。弁２４、１２４、２２４、蓋２６、１
２６、２２６及び動作アーム２８、１２８、２２８は、単一材料又は複数材料から成形さ
れ得る（例えば、シングルショット成形法又はダブルショット成形法）。用具本体の内側
の間隙に基づいて、動作アーム２８、１２８、２２８が蓋２６、１２６、２２６から延び
る位置は、動作アーム２８、１２８、２２８の運動に対する十分な間隙を与えるために最
適化され得る。
【００２０】
　用具移動機構が該用具を開放（拡張／突出）位置に向けて移動させる際、動作アーム２
８、１２８、２２８は張力から圧縮力への変化を被る。動作アーム２８、１２８、２２８
が硬質又は半硬質であるため、動作アーム２８、１２８、２２８は、圧縮力を蓋２６、１
２６、２２６に伝え、これが、ペン先が蓋２６、１２６、２２６の内側面に接触する前に
蓋２６、１２６、２２６を開位置へと押す。先行技術の機構は、モノフィラメント糸等の
フレキシブルな動作アームを使用するため、圧縮力を伝達することができなかった。該用
具が引き延ばされる際、動作アーム２８、１２８、２２８は、依然として力を圧縮下で用
具移動機構から蓋２６、１２６、２２６へと伝えながら、圧縮力下でわずかに外側に曲が
り又は撓み得る。
【００２１】
　開示した実施形態は、先行技術の設計に比べ、組立体をより効率的で低コストにする。
例えば、開示した実施形態は、モノフィラメント糸の両端を溶かすか又は別の方法でモノ
フィラメント糸を蓋及びシートリングに接着剤で取り付ける必要性を除去する。上記溶解
法は、制御が難しく、非常に時間がかかり、また高価である。開示したワンピース（一体
）型弁扉動作組立体は、より効率的な組立て法、及び、より信頼性が高くより長期間持続
する蓋と弁間のシールを提供する。
【００２２】
　上記開示の弁蓋、弁及び動作アームは、制限された柔軟性と圧縮力を弁蓋に伝える能力
とを併せ持ついかなる材料からでも形成され得る。そのような材料は、天然ゴム及び合成
ゴム、熱可塑性エラストマー、及び、ポリプロピレン、ナイロンその他の慣用の熱可塑性
プラスチックを含む種々の材料を含むが、これらには限定されない。
【００２３】
　ここに特に例示した動作アームが開放力及び閉鎖力を発生させるスプリングを含み、か
つ、これらの力が動作アームを通じて蓋に伝達されるといった開示にもかかわらず、螺旋
ばね、板ばね等を含む（これらには限定されない）種々の力発生機構が使用可能である。
【００２４】
　ワンピース型弁扉組立体は、蓋を有する実質的にどのような器具でも使用され得る。例
えば、当業者には理解されるように、上述したワンピース弁扉組立体は、色々な引込み式
筆記用具、例えば、蛍光ペン、マーカー、フェルトペン、ボールペン等で使用され得る。
筆記用具に加えて、ワンピース弁扉組立体はまた、絵筆アプリケータ、修正液アプリケー
タ、マニキュア液アプリケータ及びマスカラアプリケータ等の化粧アプリケータ、香水ア
プリケータ、温度計、ｐＨ検出器、ナイフ、流体サンプリング装置、懐中電灯、レーザー
ポインター、及び他の器具を含む種々の他の引込み式器具に適用できる。ワンピース弁扉
組立体は、比較的大きい筆記ポイントを有する引込み式マーカー等の筆記用具にとって特
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に有益であり、ここに記述した改良した弁組立体によって実現した改良シールから用具（
器具）が非常に利益を得る。別の側面において、筆記用具は、ドライ消去マーカーであり
得る。
【００２５】
　本開示の教示に従ってあるワンピース型弁扉組立体がここに記述されたが、この特許の
範囲は、それには限定されない。それどころか、本発明は種々の好ましい実施形態と関連
して示され記述されたが、既述したもの以外にある変更及び変形がなされ得ることは明ら
かである。この特許は、許容される均等の範囲に完全に含まれる、該開示の教示の全実施
形態をカバーする。例えば、硬質又は半硬質動作アームは、これらが圧縮力及び張力をこ
こに記述したように伝達することができるならば、実質的にどのような形状及び／又は寸
法をも呈し得る。上述の原則から逸脱することなく、本発明の多くの他の変形が使用され
得る。従って、当業者が行い得るすべての変形及び変更を保護することが企図される。
【符号の説明】
【００２６】
　１２　バレル
　１４　リザーバホルダ
　１６　リザーバ
　１８　スナップリング／スプリングシート
　２０、１２０　ペン先
　２２　開口
　２４　弁、１２４、２２４
　２６、１２６、２２６　弁蓋、
　２８、１２８、２２８　動作アーム
　３０ノーズ（前端）
　２７０　力誘導部材
【図１】 【図２Ａ】
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【図３Ｂ】

【図４】 【図５】
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【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図８】

【図９】



(11) JP 5791868 B2 2015.10.7

【図１０】



(12) JP 5791868 B2 2015.10.7

10

20

フロントページの続き

    審査官  砂川　充

(56)参考文献  特開２００６－１５０７２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－７８５０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１９１６８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平７－３２９４８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平９－１３１９９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００８／０８９１３８（ＷＯ，Ａ２）　　
              米国特許第５０４８９９０（ＵＳ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ４３Ｋ　　８／０２　－　８／２４　　　
              Ｂ４３Ｋ　２４／００　－２４／０８
              Ｂ２６Ｂ　　１／００　－１１／００
              Ｂ２６Ｂ　２３／００　－２９／０６
              Ｆ２１Ｌ　　４／００
              Ｇ０１Ｋ　　１／００　－１９／００
              Ｇ０１Ｎ　２７／４１６
              Ｇ０９Ｂ　１９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

